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知ってほしいな
アカウミガメのこと
環境月間特集：

田原市の太平洋沿岸は、
アカウミガメの貴重な産卵地です。

毎年初夏から夏にかけて、
親ガメが上陸して、砂浜に産卵しています。

彼らの生態を学んで、
海の大切さについて考えてみましょう。

▼環境衛生課☎２３局３５４１▲産卵後に海へ向かうアカウミガメ（赤羽根大石海岸）

♥
北
太
平
洋
で
は
日
本
だ
け

　

毎
年
５
月
に
な
る
と
、日
本
の
各
地
で

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ウ
ミ
ガ
メ
の
種
類

は
全
部
で
７
種
類
あ
り
ま
す
が
、日
本
の

近
海
で
見
ら
れ
る
の
は
、「
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
」「
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
」「
タ
イ
マ
イ
」「
ヒ
メ

ウ
ミ
ガ
メ
」「
オ
サ
ガ
メ
」の
５
種
類
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
聞
か
れ
る
大
部
分
は
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
で
、関
東
の
太
平
洋
沿
岸
を
北

限
と
し
て
、沖
縄
周
辺
ま
で
が
産
卵
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
息

域
は
、太
平
洋
・
大
西
洋
・
イ
ン
ド
洋
な
ど

で
、北
半
球
と
南
半
球
に
分
か
れ
ま
す
。北

太
平
洋
で
は
、日
本
の
沿
岸
が
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
の
唯
一
の
産
卵
地
と
い
わ
れ
て
お

り
、田
原
市
の
太
平
洋
沿
岸（
表
浜
）も
、そ

の
一
つ
で
す
。で
す
か
ら
、こ
れ
ら
日
本
に

お
け
る
貴
重
な
産
卵
場
所
を
守
ら
な
い

と
、彼
ら
は
絶
滅
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
の
で
す
。

♥
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態

　

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
は
赤
褐
色
や
褐

色
で
、成
長
す
る
と
体
長
は
約
１
ｍ
、体
重

は
約
１
０
０
㎏
に
も
な
り
ま
す
。雑
食
で
、

ク
ラ
ゲ
や
海
草
、甲
殻
類
や
魚
を
エ
サ
と

し
、前
足
で
海
底
の
砂
を
舞
い
上
げ
て
、出

て
き
た
獲
物
を
食
べ
ま
す
。

▪
産
卵

　

産
卵
期
は
５
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
ご

ろ
ま
で
。人
気
の
な
い
夜
10
時
ご
ろ
か
ら

深
夜
３
時
ご
ろ
ま
で
に
上
陸
し
て
き
ま

す
。後
ろ
足
を
器
用
に
使
っ
て
60
㎝
程
度

の
穴
を
掘
り
、１
回
に
１
２
０
個
く
ら
い

の
卵
を
産
み
ま
す
。大
き
さ
は
ピ
ン
ポ
ン

玉
く
ら
い
で
、シ
ー
ズ
ン
中
３
回
く
ら
い

産
卵
に
訪
れ
ま
す
。

▪
ふ
化

　

産
卵
か
ら
２
カ
月
後
、子
ガ
メ
が
ふ
化

し
始
め
ま
す
。産
卵
巣
の
中
に
は
１
０
０

個
以
上
の
卵
が
あ
り
、一
匹
が
生
ま
れ
る

と
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
他
の
卵
か
ら
も

次
々
と
生
ま
れ
、全
部
が
そ
ろ
っ
て
か
ら
、

夜
に
な
る
と
一
緒
に
地
表
へ
は
い
出
し
、

海
中
へ
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

親
ガ
メ
に
な
る
の
は
数
千
匹
に
一
匹
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、親
に
な
っ
て
産

卵
で
き
る
ま
で
に
は
10
年
か
ら
15
年
か
か

り
、産
卵
の
た
め
に
生
ま
れ
た
海
岸
へ
再

び
戻
っ
て
来
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 ▲アカウミガメの産卵巣
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♥
ウ
ミ
ガ
メ
へ
の
思
い
や
り
を

　

海
は
、地
球
上
に
住
む
私
た
ち
み
ん
な

の
も
の
。海
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、お

互
い
の
立
場
を
理
解
し
て
、海
に
親
し
む

こ
と
が
大
切
で
す
。も
ち
ろ
ん
、ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
へ
の
思
い
や
り
も
忘
れ
ず
に
。

▪
砂
浜
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い

　

田
原
市
の
太
平
洋
岸
で
は
、許
可
の
な

い
車
両
は
砂
浜
へ
の
乗
り
入
れ
が
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。産
卵
巣
の
上
を
車
が
通
る

と
卵
が
割
れ
た
り
、砂
が
固
ま
っ
た
り
し

て
ふ
化
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、車
の
わ
だ
ち

に
子
ガ
メ
が
は
ま
っ
て
海
に
帰
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▪
照
明
や
騒
音
を
控
え
る

　

海
岸
で
の
花
火
や
騒
音
、光
な
ど
で
親

ガ
メ
が
お
び
え
、上
陸
で
き
な
く
な
る
こ

と
や
、ふ
化
し
て
か
ら
、明
る
さ
を
頼
り
に

海
へ
向
か
う
子
ガ
メ
が
、砂
浜
で
迷
っ
て

死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▪
ご
み
を
捨
て
な
い

　

海
に
漂
う
ビ
ニ
ー
ル
を
ク
ラ
ゲ
と
間
違

え
て
飲
み
込
み
、多
く
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
死

ん
で
い
ま
す
。ま
た
、ガ
ラ
ス
や
金
属
が
落

ち
て
い
る
と
、ウ
ミ
ガ
メ
の
体
や
卵
を
傷

つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

♥
海
に
恩
返
し
を

　

皆
さ
ん
は
海
が
好
き
で
す
か
？

　

私
た
ち
の
生
命
の
源
は
海
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。い
わ
ば
、海
は
私
た
ち
の

「
お
母
さ
ん
」。そ
し
て
、渥
美
半
島
の
三
方

に
広
が
る
海
は
、「
食
」や「
遊
び
」な
ど
、

様
々
な
恵
み
で
私
た
ち
の
生
活
を
潤
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、砂
浜
や
生

き
物
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

▲産卵しているウミガメは泣いているの？
ウミガメは大量の海水を飲み込んでいます。その中
の塩分を濃縮して体外へ出す器官が目の上にあるた
めに、まるで涙を流しているように見えるのです。

▲海が泣いている
ごみの散乱する砂浜は、ウミガメだけでなく、
私たちにとっても不快で危険なものです。

アカウミガメの保護活動を紹介

「あかばね塾」

▲エコ・オリエンテーリング
毎年、クイズを楽しみながら海岸清掃を行い、名古屋港水族館の
協力を得て子ガメの放流会を行っています。水族館のふ化場で
は赤羽根海岸の砂を使っており、そこで人工ふ化された子ガメ
を放流しています。今年も８月２日（日）午後に行われる予定です。

平成３年に、旧赤羽根町で結成された「あかばね
塾」は、ウミガメの保護や環境美化などを中心

に、明日をはぐくむ地域づくりを目指し活動してい
ます。平成13年には、その活動が認められ、環境大臣
表彰を受賞しました。

▲表浜海岸共同パトロール
５月10日（日）に、県や田原市、豊橋市の行政と市民活動団体が
共同で行った海岸パトロールにも参加。あかばねロコステーシ
ョンを起点に、海岸清掃を行いながら、海岸利用者に車両乗り入
れ規制のリーフレットを配布し、砂浜の保全を呼びかけました。

❖塾生の声　渡辺幸久さん（高松町）
地域を盛り上げようと仲間が集まり、あか
ばね塾がスタートしました。ウミガメ保護
は、その活動の一つ。皆さん「ウミガメのた
めなら」と海岸美化に協力してくれます。で
も、私たちの活動なんて、ウミガメの歴史に

比べれば短いもの。遠い将来に、「あかばね塾の活動があっ
たから」と思ってもらえるとうれしいですね。私たちもウ
ミガメも気分の良い海を、守っていければと思います。

海岸 上陸（回） 産卵（巣）
渥美地域（小塩津～堀切） ９１ ３７
赤羽根地域（高松～越戸） ９４ ７８
田原地域（六連～大草） ４０ ２３

計 ２２５ １３８

❖平成20年度のウミガメ上陸・産卵記録

（調査：ウミガメを守る会・あかばね塾）

☎45局2102
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♥
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
事
業
所
募
集
中
！

　

１
年
で
最
も
日
が
長
い
時
期
の
夜
に
照

明
を
消
す
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う

全
国
的
な
取
り
組
み
で
す
。田
原
市
で
も

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
し
、参
加
事

業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ご
家
庭
で
も
、

省
エ
ネ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

❖
対
象
＝
市
内
事
業
所
、学
校
な
ど

❖
内
容
＝
６
月
20
日（
土
）～
７
月
７
日

（
火
）の
間
、施
設
照
明
な
ど
を
消
灯

❖
申
し
込
み
＝
登
録
票
に
、消
灯
す
る
施

設
名
や
消
灯
で
き
る
時
間
な
ど
を
記
入
の

う
え
、６
月
15
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
へ

提
出
／
登
録
票
は
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
で
配

布
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

❖
そ
の
他
＝
参
加
施
設
数
な
ど
の
実
施
結

果
を
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp
♥
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う

　

６
月
の
第
一
日
曜
日
は『
田
原
を
美
し

く
す
る
推
進
デ
ー
』で
す
。「
き
れ
い
な
街

は
、み
ん
な
の
手
で
」を
合
言
葉
に
、毎
年
、

自
治
会
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、市
内
の
道
路
や
公
園
の
ご
み
を
拾

い
ま
す
。ま
た
、５
月
30
日
～
６
月
５
日
は

『
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』で

す
。田
原
市
に
お
い
て
も
、清
掃
活
動
の
支

援
や
、ご
み
持
ち
帰
り
の
啓
発
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
捨
て
る
と
、法
律
で
罰
せ
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
み
の
ポ
イ
捨
て
・

不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

市民環境部からの

お知らせ 
環境月間特集：

◉
田
原
東
部
校
区

相
川　
　
　
　

日
野
多
教　

谷
熊　
　
　
　

鈴
木
典
一　

や
ぐ
ま
台　
　

中
村　

修　

豊
島　
　
　
　

中
村
明
人　

　
　
　
　
　
　

神
谷
公
一　

御
殿
山　
　
　

牧
野
芳
達　

◉
童
浦
校
区

吉
胡　
　
　
　

斎
藤
琇
孝　

木
綿
台　
　
　

鈴
木
光
子　

吉
胡
台　
　
　

西　

薩
男　

浦　
　
　
　
　

大
谷
満
昭　

　
　
　
　
　
　

牧
野
光
弘　

西
浦　
　
　
　

山
下
須
磨
夫

波
瀬　
　
　
　

立
岩
重
樹　

光
崎　
　
　
　

光
田
卓
史　

姫
見
台　
　
　

柴
田
源
治　

片
浜　
　
　
　

山
田
隆
之　

片
西　
　
　
　

木
林
孝
憲　

白
谷　
　
　
　

藤
城
美
好　

◉
田
原
南
部
校
区

大
久
保　
　
　

大
場
設
雄　

　
　
　
　
　
　

大
場
真
澄　

◉
田
原
中
部
校
区

一
番
東　
　
　

小
原
崇
用　

一
番
西　
　
　

山
内
憲
一　

三
番
組　
　
　

涌
井　

朗　

四
番
組
西　
　

近
藤
喜
一
郎

四
番
組
東　
　

西
村
政
時　

四
番
組
南　
　

鈴
木
和
彦　

蔵
王
東
ヶ
丘　

川
崎
敏
夫　

蔵
王
南
ヶ
丘　

伊
藤
利
夫　

萱
町
一
区　
　

八
木
紀
全　

萱
町
二
区　
　

杉
田
鐘
一　

萱
町
三
区　
　

河
合　

近　

本
町　
　
　
　

加
子　

勉　

新
町　
　
　
　

河
辺
頼
行　

◉
衣
笠
校
区

加
治　
　
　
　

冨
田
利
夫　

　
　
　
　
　
　

田
中　

剛　

衣
笠　
　
　
　

中
村
明
彦　

八
軒
家　
　
　

玉
田
裕
洋　

藤
七
原　
　
　

天
野
睦
夫　

鎌
田　
　
　
　

榎
本　

昇　

東
滝
頭　
　
　

朝
倉
義
夫　

赤
石　
　
　
　

高
橋
丈
次
郎

◉
神
戸
校
区

川
岸　
　
　
　

鈴
木　

亨　

漆
田
一
区　
　

土
井
敏
明　

漆
田
二
区　
　

磯
部　

進　

漆
田
三
区　
　

土
佐
路
秀
治

東
赤
石　
　
　

山
田　

誠　

サ
ン
コ
ー
ト　

森
下
晃
次　

神
戸
市
場　
　

河
辺
和
弘　

青
津　
　
　
　

松
井
克
志　

希
望
が
丘　
　

阪　

佳
之　

赤
松　
　
　
　

河
合
良
昭　

志
田　
　
　
　

仲
井　

朗　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

福
井
克
仁　

谷
ノ
口　
　
　

山
本
邦
通　

東
ヶ
谷　
　
　

堀
部
泉
一　

◉
大
草
校
区

大
草　
　
　
　

鬮
目　

覚　

大
草
団
地　
　

相
川
禮
逞　

◉
野
田
校
区

芦　
　
　
　
　

河
合
善
彦　

南　
　
　
　
　

中
島　

保　

彦
田　
　
　
　

香
田　

渉　

雲
明　
　
　
　

岡
田
孝
司　

保
井　
　
　
　

河
合
義
和　

東
馬
草　
　
　

山
田　

通　

山
ノ
神　
　
　

富
田　

仁　

西
馬
草　
　
　

本
多
康
治　

今
方　
　
　
　

鵜
飼
雄
三　

北
海
道　
　
　

林　

勇
夫　

野
田
市
場　
　

林　

正
廣　

仁
崎　
　
　
　

河
辺
将
洋　

ほ
る
と
台　
　

光
浦
祥
裕　

◉
六
連
校
区

長
上　
　
　
　

荒
木
勝
己　

久
美
原　
　
　

鈴
木
保
光　

浜
田　
　
　
　

西
山
和
広　

百
　々
　
　
　

福
井
美
明　

新
浜　
　
　
　

川
上
賢
作　

◉
高
松
校
区

高
松　
　

  　

山
浦
享
見　

　
　
　
　
　
　

伊
藤
典
彦　

◉
赤
羽
根
校
区

赤
羽
根
東　
　

鈴
木
定
征　

赤
羽
根
中　
　

鈴
木
寿
之　

赤
羽
根
西　
　

鈴
木
康
之　

◉
若
戸
校
区

池
尻　
　
　
　

杉
原
洋
芳　

若
見　
　
　
　

鈴
木
利
弘　

越
戸　
　
　
　

伊
藤
和
郎　

◉
泉
校
区

宇
津
江　
　
　

原
敏
信　

江
比
間　
　
　

山
内
健
一　

八
王
子　
　
　

大
久
保
辰
哉

村
松　
　
　
　

大
沢
文
孝　

馬
伏　
　
　
　

山
田
清
徳　

伊
川
津　
　
　

井
本
和
八　

石
神　
　
　
　

藤
村
正
人　

夕
陽
が
浜　
　

坂
腰
幸
男　

◉
清
田
校
区

山
田　
　
　
　

浦
山
孝
文　

高
木　
　
　
　

下
田
卓
夫　

折
立　
　
　
　

鈴
木
五
成　

古
田　
　
　
　

宮
川
敏
彦　

◉
福
江
校
区

長
沢　
　
　
　

宮
本　

一　

福
江　
　
　
　

渡
会
繁
雄　

　
　
　
　
　
　

宮
川
敏
彦　

保
美　
　
　
　

井
上
富
生　

向
山　
　
　
　

宮
田
鋭
三　

◉
中
山
校
区

中
山　
　
　
　

三
竹
正
二　

　
　
　
　
　
　

清
田
幸
次　

小
中
山　
　
　

森
下　

徹　

　
　
　
　
　
　

川
口
忠
彦　

◉
亀
山
校
区

亀
山　
　
　
　

加
藤
直
之　

西
山　
　
　
　

井
本
光
宏　

◉
伊
良
湖
校
区

伊
良
湖　
　
　

小
久
保
伸
一

日
出　
　
　
　

小
久
保
政
明

◉
堀
切
校
区

堀
切　
　
　
　

小
久
保
将
啓

小
塩
津　
　
　

中
村
昌
敏　

◉
和
地
校
区

和
地
一
色　
　

荒
木
郁
夫　

和
地　
　
　
　

小
久
保
正
吾

土
田　
　
　
　

太
田　

潔　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

　

各
地
区
の
廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

ご
み
減
量
・
ご
み
出
し
マ

ナ
ー
向
上
に
ご
協
力
を
。
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◉
位
置
変
更
と
な
る
バ
ス
停

「
神
戸
」（
カ
ー
マ
前
へ
）

「
片
西
」（
公
園
北
側
へ
）

「
博
物
館
入
口
」（
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
田

原
支
店
付
近
へ
）

「
藤
七
原
」（
金
田
建
設
付
近
へ
）

「
東
ヶ
谷
」（
国
道
42
号
線
側
へ
）

「
南
町
」（
南
町
農
村
公
園
北
側
へ
）

「
大
草
東
」（
伝
十
付
近
へ
）

◉
名
称
変
更
と
な
る
バ
ス
停

「
博
物
館
↓
博
物
館
入
口
」

「
大
草
半
身
↓
大
草
東
」

「
赤
羽
根
支
所
↓
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
」

「
高
松
↓
高
松
東
」

▼
市
民
協
働
課

23
局
３
５
０
４

　

運
行
開
始
か
ら
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
て
い
る「
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」で

す
が
、よ
り
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
目
指
し
、各
路
線
の
利
用
状
況

な
ど
に
基
づ
き
、路
線
お
よ
び
時
刻
表
を

改
正
し
ま
す
。

　

変
更
す
る
路
線
は「
童
浦
線
」「
表
浜
線
」

「
西
部
線
」「
高
松
線
」「
中
央
線
」の
一
部
で

す
。な
お
、赤
羽
根
線
に
つ
い
て
は
土
・
日
・

祝
日
の
み
の
運
行
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
改
正
に
よ
り
バ
ス
停
の

新
設
・
廃
止
・
位
置
変
更
・
名
称
変
更
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
利
用
の
際
は
、必
ず
路
線

お
よ
び
バ
ス
停
発
車
時
刻
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。詳
し
く
は
、６
月
1
日
の
文
書
配
布

で
、各
ご
家
庭
へ
お
配
り
す
る
交
通
案
内

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
新
設
と
な
る
バ
ス
停

「
奥
谷
」（
富
永
医
院
付
近
）

「
東
浜
田
」（
正
覚
院
付
近
）

◉
廃
止
と
な
る
バ
ス
停

「
新
清
谷
」「
弥
栄
」

　

こ
の
日
、市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た
各

委
員
か
ら
は
、現
行
の
行
政
改
革
大
綱
の

取
り
組
み
状
況
を
は
じ
め
、市
の
財
政
状

況
、少
子
化
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
で
は
、市
民
の
視
点
に
立

っ
た
議
論
を
重
ね
、よ
り
良
い
田
原
市
政

に
向
け
た
答
申
案
を
12
月
ま
で
に
ま
と
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、委
員
会
の
審
議
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
政
策
推
進
課

23
局
３
５
０
７

　

こ
れ
か
ら
の
行
財
政
運
営
の
指
針
と
な

る「
行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
す
る
た
め
、

「
田
原
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」を
設
置

し
ま
し
た
。

　

5
月
19
日（
火
）に
開
催
し
た
第
１
回
委

員
会
で
は
、10
名
の
学
識
者
を
行
政
改
革

推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、会
長
に
は
白

谷
町
出
身
で
愛
知
大
学
名
誉
教
授
の
河
合

秀
敏
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

1

2

❖
５
月
19
日︵
火
︶発
足

❖
７
月
１
日︵
水
︶か
ら

委員名 役職等
遠藤由明 田原市観光協会理事
河合秀敏（会長） 愛知大学名誉教授
河合 人 田原市議会議長
菰田稀一 前田原市副市長
杉浦　操 前行政改革推進委員
世羅　徹 監査法人トーマツ・公認会計士
鳥居和子 田原市更生保護女性会会長
中村都祁子 田原市行政相談委員
真野尚功 社団法人田原青年会議所理事長
山田俊郎 田原臨海企業懇話会会長

◉委員名簿（敬称略・五十音順）

▲第１回委員会であいさつする河合会長

市
民
の
視
点
で
行
政
改
革

田
原
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

ぐ
る
り
ん
バ
ス

路
線
・
時
刻
表
を
改
正
し
ま
す
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最
近
、
市
内
で
救
急
車
と
消
防
車
が

続
け
て
出
動
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す

が
、
ど
う
し
て
で
す
か
？

 

救
急
車
と
一
緒
に
現
場
へ
向
か
う
消

防
車
を
支
援
隊
と
い
い
ま
す
。
田
原
市
消

防
署
で
は
、「
息
苦
し
い
」「
胸
が
痛
い
」「
意

識
が
な
い
」
な
ど
、
救
急
の
必
要
な
方
の

生
命
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
判
断
し
た

場
合
、
多
く
の
処
置
を
行
う
た
め
、
出
動

人
員
を
増
や
し
て
活
動
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
。

 

災
害
現
場
で
、
テ
ー
ブ
ル
を
広
げ
て

活
動
し
て
い
る
人
を
見
か
け
る
の
で
す

が
、
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

 

そ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
人
を

指
揮
隊
と
い
い
ま
す
。
指
揮
隊
が
災
害
現

場
の
状
況
を
把
握
し
、活
動
方
針
を
決
め
、

的
確
な
指
示
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
隊
員

の
動
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

全
国
各
地
で
救
助
活
動
中
な
ど
に
負
傷
す

る
隊
員
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安

全
管
理
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
災
害
現
場
で
指
揮
隊
員
が
情
報
収
集

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
心
安
全
を
運
ぶ　

新
型
車
両

　

消
防
署
の
指
揮
車
・
救
急
車
・
ポ
ン
プ

車
を
更
新
し
ま
し
た
の
で
、
新
し
い
車
両

に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

指
揮
車
は
、
平
成
２
年
か
ら
運
用
し
て

い
た
四
輪
駆
動
の
オ
フ
ロ
ー
ド
タ
イ
プ
の

ＱＡＱＡ

●指揮隊の活動風景

●指揮車

●ポンプ車●救急車

車
両
か
ら
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の
車

両
へ
と
変
更
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く

の
人
員
と
資
器
材
を
搬
送
す
る
こ
と
が
で

き
、
活
動
現
場
で
迅
速
に
指
揮
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
出
動
機
会
が
一
番
多
い
救
急
車

で
す
。
田
原
市
で
は
現
在
、
５
台
の
救
急

車
を
配
備
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
更
新

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
救
急
車
が
、
高
度

な
救
急
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
高
規
格
救
急
車
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ポ
ン
プ
車
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
車
両
は
平
成
３
年
か
ら
運
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
更
新
し
た
車
両
は
、
よ
り

高
度
な
資
器
材
が
装
備
さ
れ
て
お
り
、
複

雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
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命
を
守
る　

着
衣
泳

　

水
の
事
故
が
心
配
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
。
そ
こ
で
今
回
は
、
浮
く
こ
と
に
重

点
を
お
い
た
水
泳
法
で
あ
る
着
衣
泳
の
必

要
性
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

服
を
着
た
ま
ま
で
お
ぼ
れ
た
人
が
、助

け
を
求
め
て
手
を
挙
げ
た
り
、体
を
起
こ

し
た
り
す
る
と
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。ま

た
、焦
っ
て
泳
ご
う
と
す
る
と
、体
力
を
激

し
く
消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
ず
必
要

な
こ
と
は
、着
衣
の
浮
力
を
利
用
し
仰
向

け
に
浮
く
な
ど
し
て
、呼
吸
を
確
保
し
な

が
ら
助
け
を
待
つ
こ
と
で
す
。

　

こ
の
と
き
、発
見
者
に
は
素
早
い
１
１
９

番
通
報
と
浮
き
具
の
投
入
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、助
け
よ
う
と
し
て
安
易
に
飛
び
込

む
と
、一
緒
に
お
ぼ
れ
て
し
ま
う
な
ど
二

重
事
故
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

　

着
衣
泳
を
身
に
つ
け
る
と
同
時
に
、マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
際
は
、ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
で
水
の
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、着
衣
泳
指
導
や
救
急
法

講
習
会
の
ご
依
頼
・
お
問
い
合
わ
せ
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

⑨
指
○
○
確
認

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

②
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
語
句
か
ら
な

る
も
の

④
大
勢
の
人
に
配
り
渡
す
こ
と

⑥
人
の
住
む
建
物

⑦
深
み
の
あ
る
味
わ
い

⑧
同
じ
田
ん
ぼ
に
、１
年
に
２
回
稲

を
植
え
る
こ
と

⑩
漢
文
の
詩
に
節ふ

し

を
つ
け
て
歌
う
こ

と▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
30
日（
火
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
春
号
の
答
え　

ヤ
ク
ザ
イ
】

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
仕
事
を
指
示
し
、取
り
締
ま
る
人
。「
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」

②
丈
夫
な
。粘
り
強
い

③
む
ご
い
、き
び
し
い
こ
と

⑤
胃
の
内
部
か
ら
出
る
消
化
液

⑦
そ
の
国
で
特
別
に
盛
ん
な
競
技
。「
相
撲
」

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①

④

⑤⑨

③

⑥E

⑩A C

B

①

⑤

⑧

②D

⑦

◉浮き具を利用した背浮き

◉浮き具となるもの

下からつかまるように
上に乗らない

水面から上に
顔を出す

│ 7 │　　　　　　　　　　平成21年６月1日



歳出 予算現額 ３55億3,278万円
支出済額 273億 479万円

執行率
76.8%

予算現額　2億　234万円

支出済額　１億9,225万円

69億6,383万円

53億7,225万円

60億1,878万円

53億1,921万円

2８億   396万円

17億5,408万円

３，４６２万円

３，３37万円

31億   307万円

22億1,076万円

8億1,582万円

7億1,016万円

68億１，065万円

38億8,266万円

1８億６，481万円

16億4,663万円

33億6,718万円

26億7,553万円

0万円

0万円

３，０００万円

0万円

05101520253060 35・・・・・・

35億   787万円

３５億１，７６７万円

（億円）

執行率 95.0％

77.1％

88.4％

62.6％

96.4％

71.2％

87.0％

57.0％

88.3％

79.5％

0.0％

99.7％

0.0％

議 会 費
　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

議会の活動に要した経費

コミュニティ、選挙、戸籍、庁舎の維持管理などに要した経費

児童、高齢者、障害者などを対象とした福祉事業に要した経費

保健事業や環境保全、ごみ処理などに要した経費

失業対策や勤労者のための各種施設の維持・管理などに要した経費

農業、畜産業、水産業、林業、緑化の振興に要した経費

商工業や観光の振興に要した経費

道路、公園、河川の整備、街づくりなどに要した経費

火災予防や防火活動、防災活動、救急救助活動などに要した経費

学校、生涯学習、図書館、博物館、スポーツ・文化振興などに要した経費

災害によって生じた被害の復旧に要した経費

市債として借りたお金に利子をつけて返済した経費

上記以外のものに要した経費

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成20
年度下半期（平成20年10月～平成21年3月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満
が切り捨てのため、合計などに多少のずれが生じています。　 ▼財政課２３局３８１８

■一般会計

■借入金の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３２５万４，４７４㎡

建物 市役所・学校など ３８万８，６４３㎡

基金 財政調整基金など １４２億７，６８１万円

出資による権利 （財）崋山会など ４億４，８３２万円

有価証券 株券 １３万５，７５０株

一般会計
236億6,176万円

特別会計
123億2,806万円

教育債
55億6,412万円

総務債
18億3,519万円

その他（農林水産債・商工債など）
102億3,936万円

公共下水道事業特別会計
97億9,156万円

農業集落排水事業特別会計
25億3,650万円

総額●359億8,983万円

【借入金】
多額の経費を必要
とする事業を行う
場合に、国などから
借りるお金のこと。

土木債
29億4,624万円

衛生債
17億4,436万円

民生債
13億3,247万円
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財政状況を公表します
■一般会計

平成20年度
下 半 期

会計 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ２億８，７６１万円 ２億６，１４１万円 ９０．９％ ２億６，２６２万円 ９１．３％
老人保健医療特別会計 ６億 　４４７万円 ５億９，０５５万円 ９７．７％ ５億４，４９１万円 ９０．１％
国民健康保険特別会計 ７０億９，７１５万円 ６７億１，１８６万円 ９４．６％ ６３億９，１３６万円 ９０．１％
公共下水道事業特別会計 ２３億５，３９３万円 １５億２，８６５万円 ６４．９％ １５億６，４３８万円 ６６．５％
農業集落排水事業特別会計 １０億４，８３０万円 ６億８，４０２万円 ６５．３％ ５億９，４７２万円 ５６．７％
田原福祉専門学校特別会計 １億５，１６２万円 １億２，６６３万円 ８３．５％ １億２，５５２万円 ８２．８％
介護保険特別会計 ３３億１，０２４万円 ２８億６，３４９万円 ８６．５％ ２８億２，２７７万円 ８５．３％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，４５８万円 １万円 ０．１％ １，７８０万円 ７２．４％
後期高齢者医療特別会計 ６億 　３５５万円 ５億１，４７５万円 ８５．３％ ４億７，６７８万円 ７９．０％

合計 １５４億８，１４９万円 １３２億８，１４１万円 ８５．８％ １２８億 　　９０万円 ８２．７％

■特別会計

予算現額　196億4,166万円

収入済額　198億3,791万円

19億４，７46万円

20億5,728万円

28億2,376万円

29億6,694万円

３億６，８８９万円

3億3,838万円

4億４，２２４万円

4億3,445万円

32億2,798万円

19億3,207万円

１９億９，262万円

13億3,252万円

1億2,323万円

1億2,947万円

2,185万円

2,275万円

1億２，５４０万円

1億２，056万円

２０億３，４６６万円

２０億３，４６６万円

4億9,297万円

4億5,044万円

22億9,000万円

0万円

市 税

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分担金・負担金

使用料・手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

2001501000 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20（億円）

収入率

歳入 予算現額 355億3,278万円
収入済額 316億5,747万円

収入率
89.1%

101.0％

105.6％

105.1％

91.7％

98.2％

59.9％

66.9％

105.1％

104.1％

96.1％

100.0％

91.4％

0.0％

市民税や固定資産税など市民の皆さんから納付していただいたお金

国の税収入の中から一定の基準により市に配分されたお金

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に関して利益を受ける方から納められたお金

市の施設利用料や、市が行う特定の事務に対して納付されたお金

市が行う特定の事業に対して国から交付された負担金や補助金

市が行う特定の事業に対して県から交付された負担金や補助金

市が所有する財産を貸付け・出資・売払いしたことによって生じたお金

市民や団体、事業者の方からいただいたお金

特別会計や基金から一般会計に繰り入れたお金

前年度の決算で生じた繰越金

ほかの収入科目に含まれない預金利子や貸付金返済金、雑入などのお金

市が大きな事業などを行うために国や金融機関から借り入れたお金
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4

5

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
農
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。新
鮮
な
地
元
野
菜
や
畜
産
物
の
ほ
か
、友
好
都

市
・
長
野
県
宮
田
村
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が

お
手
頃
な
価
格
で
並
び
、買
い
物
客
な
ど
１
万
人

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

地
元
の
新
鮮
野
菜
が

い
っ
ぱ
い
！

５
月
３
日［
祝
］

　

こ
ど
も
の
日
恒
例
の
行
事
、鎧よ

ろ
い
を
着
て
み
よ
う

が
田
原
市
博
物
館
で
開
催
さ
れ
、親
子
な
ど
12
組

22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
行
事
は
、現
代
の
鎧

師
が
作
成
し
た
鎧
を
着
て
、武
将
気
分
を
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、毎
年
大
人
気
。着
付

け
後
は
、ポ
ー
ズ
を
決
め
て
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
重
い
け
ど

気
分
は
戦
国
武
将
！

５
月
５
日［
祝
］

▲豊富な品ぞろえで、オープン直後から大盛況の各ブース

▲貴重な体験に、子どもたちは素敵な笑顔をのぞかせてくれました

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
田
植
え
体
験
が
開
催

さ
れ
、参
加
し
た
親
子
71
名
が「
恵め

ぐ
み

も
ち
」の
苗
を

植
え
ま
し
た
。９
月
上
旬
に
は
稲
刈
り
体
験
が
予

定
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
も
、頭こ

う
べを

垂
れ
る
稲
穂
を
想
像
し
、丁
寧
に
苗
を

植
え
て
い
き
ま
し
た
。 お

い
し
い
お
米
を

待
っ
て
る
よ
！

５
月
10
日［
日
］

▲青空の下、汗をにじませての農作業は、大変だけど気持ちいい！
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4

5

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

姉
妹
都
市
・
設
楽
町
の
三み

つ
は
し

都
橋
地
区
の
皆
さ
ん

26
名
が
田
原
市
を
訪
れ
、昨
年
か
ら
交
流
を
始
め

た
泉
校
区
老
人
ク
ラ
ブ（
山や

ま

内う
ち

卓た
か
し

会
長
）と
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

江
比
間
海
岸
で
開
か
れ
た
昼
食
会
で
は
、ア
サ

リ
の
味
噌
汁
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、昨
年
の
交
流
会

の
思
い
出
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。昼
食

後
は
、泉
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
潮
干
狩
り
を
楽
し
み
、た
く
さ
ん
の

ア
サ
リ
と
思
い
出
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

海
の
ま
ち
で

潮
干
狩
り
を
体
験

４
月
28
日［
火
］

　

友
好
都
市
・
中
国
昆
山
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際

芸
術
節
に
、平
成
20
年
度
田
原
市
民
ま
つ
り「
じ
ゃ

﹁
舞
風
～
ひ
ら
り
～
﹂

中
国
昆
山
市
で
舞
う

４
月
25
日［
土
］

ん
田＂

原
り
ん
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」の
優
勝
チ
ー
ム

﹁
舞
風
～
ひ
ら
り
～
﹂の
メ
ン
バ
ー
16
名
が
、市
の

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。昆
山
市
民
の
声
援

の
中
、中
国
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た「
じ
ゃ
ん
田＂

原
り

ん
」を
披
露
し
、友
好
を
深
め
ま
し
た
。

▲踊りの大成功を喜び、芸術節の看板前で記念撮影する「舞風～ひらり～　」の皆さん

▲潮干狩りのコツを聞いて掘ると、アサリがたくさん出てきてビックリ！

だ　

ら

だ　

ら
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平
成
22
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
田
原

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▪
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
７
月
26
日
（
日
）　

▼
場
所
＝

市
役
所
講
堂
（
南
庁
舎
６
階
）　

▼
試
験

内
容
＝
教
養
試
験
・
作
文
試
験
（
技
術
職

以
外
）・
専
門
試
験
（
技
術
職
の
み
）・
事

務
適
性
検
査
（
消
防
職
は
消
防
適
性
検

査
）・
性
格
診
断
（
消
防
職
以
外
）

▪
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
を
実
施
（
消
防
職
は
体
力
測
定
も

実
施
）
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

▪
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
／
募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は

市
役
所
人
事
課
・
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込

み
は
、田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

▪
受
付
期
間

　

６
月
１
日（
月
）～
26
日（
金
）／
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
／
郵
送
は
6
月
26
日（
金
）消
印
有
効

▪
保
育
職
の
社
会
人
採
用

　

保
育
職（
今
回
の
資
格
年
齢
以
上
の
方
）

の
募
集
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
募
集
要
項
な
ど

は
７
月
上
旬
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▪
そ
の
他

◦
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方
、
外
国
籍
の
方
で
永
住

者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
の

な
い
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◦
採
用
後
の
給
与
は「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

◦
外
国
籍
の
方
の
任
用
に
は
、
一
部
制
限

が
あ
り
ま
す
。

◦
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
現
在
、

職
に
就
い
て
い
な
い
方　

▼
採
用
期
間
＝

７
月
１
日
（
水
）
～
12
月
28
日
（
月
）

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
農
業
委
員
会
事
務

局
（
田
原
市
役
所
内
）　

▼
勤
務
内
容
＝

図
面
の
作
成
・
整
理
や
パ
ソ
コ
ン
処
理
な

ど　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選
考

方
法
＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通

知
）
▼
申
し
込
み
＝
６
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
必
着
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

田
原
市
農
業
委
員
会

　
　

事
務
局
臨
時
職
員

田
原
市
職
員

■田原市職員（平成22年４月１日採用予定）募集内容

募集職種 採用予定
人数 資格要件

事務職 ４名程度

昭和 56 年４月２日以降に生まれた方事務職
（身体障害者対象）※１ 1名程度

技術職（土木） １名程度

消防職 ２名程度 昭和 59 年４月２日以降に生まれた方

保育職 ３名程度
昭和 59 年４月２日以降に生まれた方
で保育士資格を有する方または平成 22
年３月末日までに取得見込み※２の方

※１…身体障害者手帳を所持している方で、活字印刷文による筆記試験および面
接試験に対応でき、介護者なしに職務遂行が可能な方が受験できます。申し
込みの際、身体障害者手帳などの写しを提出してください。

※２…大学・短大の幼児教育科などの指定保育士養成施設で修学していない保育
職の受験希望者は、受験時点で保育士の資格を取得していなければ、受験す
ることはできません。
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▼
応
募
資
格
＝
次
の
①
②
の
条
件
を
満
た

す
方
／
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
応
募
期
間
＝
随
時

▼
申
し
込
み
＝
顔
写
真
貼
付
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
ま
た
は
郵

送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

初
心
者
向
け
の
コ
ー
ス
を
中
心
に
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市

内
に
お
住
ま

い
ま
た
は
お

勤
め
の
18
歳

以
上
の
方

▼
定
員
＝
各

コ
ー
ス
16
名

（
先
着
順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー

（
田
原
文
化
会
館
２
階
）
▼
受
講
料
＝
無

料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
） 

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
・

希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無

を
明
記
）

※
休
館
日
＝
月
曜
日
／
祝
日
の
場
合
は

火
曜
日

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

～
救
命
に
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
～

　

突
然
の
心
肺
停
止
、
そ
れ
は
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
幸
な
突
然
死

を
な
く
す
た
め
、い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

い
方
と
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
、
皆
さ
ん
の

力
を
救
命
の
た
め

に
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
６
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分　

▼
場
所
＝
赤
羽
根

分
署　

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
・
お

勤
め
・
在
学
の
方　

▼
定
員
＝
20
名
（
先

着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
修
了
証

＝
講
習
修
了
者
に
交
付　

▼
申
し
込
み
＝

６
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
田
原
市
消
防
署　

赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

　

来
春
進
学
を
希
望
す
る
中
学
３
年
生

で
、
勉
学
意
欲
が
あ
り
、
高
等
学
校
な
ど

に
お
け
る
修
学
に
経
済
的
支
援
が
必
要
な

方
を
対
象
と
し
て
、
高
等
学
校
な
ど
へ
進

学
後
に
貸
付
す
る
奨
学
金
の
予
約
採
用
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
／
①

親
権
者
ま
た
は
未
成
年
後
見
人
が
県
内
に

在
住
し
、
来
年
度
高
等
学
校
ま
た
は
専
修

学
校
高
等
課
程
に
進
学
を
希
望
す
る
中
学

３
年
生
②
世
帯
収
入
が
基
準
内　

▼
貸
付

額
（
月
額
）
＝
国
公
立
１
万
８
０
０
０

円
、
私
立
３
万
円
／
自
宅
外
通
学
者
に
は

５
０
０
０
円
を
加
算
可
／
国
公
私
立
と
も

１
万
１
０
０
０
円
を
選
択
可　

▼
申
し
込

み
＝
在
学
す
る
学
校
が
指
定
す
る
期
間

（
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
頃
）
に
学
校

へ
申
請　

▼
そ
の
他
＝
採
用
決
定
の
時
期

は
、
11
月
中
旬
頃
を
予
定

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
高
等
学
校
教
育
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
７
８
５

　

http://w
w

w
.pref.aichi.jp

/0000006059.htm
l

■パソコン教室

コース 内　容 開催日 時　間

はじめての方の
パソコン入門
＜全４回＞

これからパソコンを始める方に
（基本操作、簡単な文書作成）

７/７（火）・ ７/９（木）・
７/14（火）・７/16（木） 13:30～15:30

文書作成初級
「ワード2002」
＜全４回＞

文書作成ソフト「ワード」の
基本操作

（案内文の作成など）

７/22（水）・７/24（金）・
７/29（水）・７/31（金） 13:30～15:30

田
原
市
立
小
・
中
学
校

　
　

常
勤
・
非
常
勤
講
師

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
生

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

※パソコンの環境…ＯＳはWindows XP Pro、
　　　　　　　　　使用ソフトはInternet Explorer6.0、Microsoft Word2002、Excel2002です。

愛
知
県
高
等
学
校
等

奨
学
金
貸
付
の
予
約
採
用
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東
三
河
と
い
う
地
域
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
と
課
題
、
そ
の
多
様
な
姿
を
東
三

河
の
市
町
が
一
つ
に
な
っ
て
企
画
し
た
生

涯
学
習
講
座
で
す
。
今
年
度
は
、
自
然
・

民
俗
学
を
テ
ー
マ
に
東
三
河
を
検
証
し
ま

す
。

▼
テ
ー
マ
＝
再
発
見
！
東
三
河
の
よ
も
や

ま
話　

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も　

▼
定
員

＝
１
０
０
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
結
果
は
全
員
に
郵
送
）　

▼
受
講

料
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
各
回
と
も
現
地

集
合　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
30
日
（
火
）

ま
で
に
電
話
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

﹁
里
山
づ
く
り
﹂
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

　

田
原
市
で

は
、
里
山
保

全
技
術
を
学

び
、
里
山
と

か
か
わ
り
を

持
て
る
仕
組

み
を
築
く
た

め
、
市
民
参

加
に
よ
る
里

山
の
保
全
と
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

里
山
づ
く
り
に
関
す
る
人
材
育
成
の
た

め
、
第
４
回
「
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
20
名
程
度　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
１
日
（
月
）

～
６
月
29
日
（
月
）
の
期
間
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

m
achi@

city.tahara.aichi.jp

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

受
講
生

講座名 開催日時 会場 講師（敬称略）

❶ 研師～刀剣よもやま話～ ７月18日（土）
10：00～12：00

小坂井町
中央公民館

加藤　之康

❷ 渥美半島の文化的景観 ８月８日（土）
13：30～15：00

田原市
田原文化会館

愛知県立成章高等学校
教諭　林 哲志

❸ 飽海人形浄瑠璃 ８月23日（日）
13：30～15：00

豊橋市
豊橋市役所

吉田文楽保存会

❹
千五百万年の旅！
新城の奇岩名勝

９月19日（土）
13：30～15：00

新城市
鳳来開発センター

鳳来寺山自然科学博物館
学術委員　横山 良哲

❺
さがらの森林観察会
～生物の多様性を考えよう～

10月４日（日）
10：00～12：00

蒲郡市
さがらの森

全国愛鳥教育研究会
副会長　渥美 守久

❻
獣虫害と防御
～猪垣と虫送りの
　　　　民俗例を中心に～

10月10日（土）
13：30～15：00

豊川市
音羽文化ホール

豊川市教育委員会
生涯学習課
主事　桒原 将人

■市民大学トラム　東三河生涯学習連携講座

▪主催＝豊橋市・豊川市・蒲郡市・新城市・田原市・小坂井町・設楽町・東栄町各教育委員会

里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　

養
成
講
座　

受
講
生

■里山保全アドバイザー養成講座

※プログラムおよびスケジュールは、変更する場合があります。
※講師などは、決まりしだい通知します。

テーマ・内容 日　時 場　所

❶
開講式
渥美半島の自然と歴史
里山保全活動にむけて

7月17日（金）
19:00～20:30

田原市役所
大会議室

❷
夏の里山の自然を読む
自然歩道自然観察会

8月23日（日）
9:30～12:30

衣笠自然歩道

❸
里山保全活動報告
渥美半島の樹木について

９月４日（金）
19:00～20:30

田原市役所
大会議室

❹
里山の保全計画と調査Ⅰ
森の調査法と保全計画を学ぶ

9月1８日（金）
19:00～20:30

田原市役所
大会議室

❺
里山の保全計画と調査Ⅱ
里山調査と里山計画

10月３日（土）
9:30～12:30

市内の里山

❻ 秋の衣笠自然歩道自然観察会
11月１日（日）
9:30～12:30

衣笠自然歩道

❼ 安全管理と実技
11月23日（祝）
9:30～12:30

市内の里山

❽
ボランティア活動を進めるに
あたって
閉講式

12月11日（金）
19:00～20:30

田原市役所
大会議室
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23
日
（
火
）
ま
で
に
公
共
職
業
安
定
所
に

て
手
続
き
（
受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職

登
録
が
必
要
）

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

　

若
者
の
職

業
的
自
立
を

支
援
す
る
日

本
版
デ
ュ
ア

ル
シ
ス
テ
ム

訓
練
「
電
気

技
術
科
」
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
お
お
む
ね
30
歳
代
前
半
ま

で
の
方
で
次
の
条
件
を
満
た
す
方
／
①
高

等
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
②
訓
練
終
了
後

に
常
用
雇
用
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方　

▼
取
得
目
標
＝
電
気
主
任
技
術
者
（
第

３
種
）、
電
気
工
事
士
（
第
１
種
・
第
２

種
）
な
ど　

▼
訓
練
期
間
＝
10
月
～
平
成

23
年
９
月　

▼
募
集
定
員
＝
15
名　

▼
授

業
料
＝
年
間
39
万
円
（
別
途
教
科
書
、
作

業
服
な
ど
諸
経
費
必
要
）　

▼
受
験
料
＝

１
万
８
０
０
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面

接
・
適
性
検
査　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
１

日
（
水
）
～
９
月
17
日
（
木
）
の
期
間
に

　

新
聞
は
英
語
で
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
。

新
し
く
聞
く
と
書
い
て
、
新
聞
。
皆
さ
ん

が
普
段
読
む
新
聞
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る

の
か
、
地
元
に
密
着
し
た
記
事
が
ど
の
よ

う
に
取
材
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
記
者

を
し
て
い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
つ

ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も　

▼
日
時
＝
６
月

20
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
会
議
室

▼
講
師
＝
松
井
俊
満
氏（
東
日
新
聞
記
者
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
30
名
（
先

着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
６
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
田
原
市
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

■
第
２
回

▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
７
月
12
日

電
話
に
て
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
）

▼
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課

☎（
０
５
３
）４
４
１
局
４
４
４
４

　

http://w
w

w
.ehdo.go.jp/shizuoka/

ham
am

atsu/index.htm
l

　

愛
知
県
史
『
資
料
編
７ 

古
代
２
』
の

執
筆
担
当
者
か
ら
、
平
安
時
代
後
期
の
尾

張
・
三
河
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

■
講
演
内
容

「
尾
張
・
三
河
古
代
史
料
の
魅
力
（
仮
題
）」

■
講
師

◦
福
岡
猛
志
氏（
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
）

◦
上
川
通
夫
氏
（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）

◦
梅
村
喬
氏
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

▼
日
時
＝
７
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
～

４
時
30
分　

▼
場
所
＝
愛
知
県
図
書
館
５

階
会
議
室　

▼
定
員
＝
２
０
０
名　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
そ
の
他
＝
駐
車
場
は
有
料
で
す
。
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機

関
で
の
来
館
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課

県
史
編
さ
ん
室

☎（
０
５
２
）９
７
２
局
９
１
７
３　
　

（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内
・
豊
橋
市

内　

▼
種
類
＝
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種

▼
申
し
込
み
＝
６
月
８
日
（
月
）
～
６
月

17
日
（
水
）
の
期
間
に
消
防
本
部
ま
た
は

消
防
署
・
各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
て

■
第
３
回

▼
対
象
＝
高
校
一
括
（
高
校
ご
と
の
一
括

受
験
申
請
に
限
る
）　

▼
試
験
日
＝
７
月

19
日
（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類
＝
乙
種
第
４
類
・
丙
種　

▼
申
し

込
み
＝
６
月
８
日（
月
）～
６
月
17
日（
水
）

の
期
間
に
消
防
本
部
ま
た
は
消
防
署
・
各

分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

▼
対
象
＝
障
害

者
手
帳
所
持
者

（
身
体
・
精
神

な
ど
）　

▼
日

時
＝
６
月
30
日

（
火
）
～
８
月
７
日
（
金
）
の
毎
週
火
曜

日
～
土
曜
日
の
午
前
９
時
45
分
～
午
後
４

時　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
障
害
者
福
祉
会
館

▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用

ま
で　

▼
定
員
＝
７
名
（
面
接
で
選
考
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月

▲松井俊満氏

愛
知
県
史
を
語
る
会　

参
加
者

キ
ャ
リ
ア・
デ
ザ
イ
ン
講
座（
第
6
回
）

「
新あ

た
らシ

ク
聞き

ク
と
書
き
」 

受
講
者

危
険
物
取
扱
者
試
験

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

「
パ
ソ
コ
ン
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
」受
講
者

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練

           

電
気
技
術
科 

学
生
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公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出
実
績

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
開
示
の
請
求

■
開
示
の
申
出　

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
、次
の
と
お

り
で
し
た
。

■
開
示
の
請
求

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　
「
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」を
お

持
ち
の
方
に
、８
月
１
日
か
ら
利
用
可
能

と
な
る
受
給
者
証
へ
の
更
新
手
続
き
を
行

う
た
め
の「
更
新
申
請
書
」を
郵
送
し
ま

す
。必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、６
月
中
に

市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽
根
市
民

セ
ン
タ
ー
・
渥
美
支
所
市
民
生
活
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
を
提
出
し
な
い
場
合
、
所
得
の

判
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
新

し
い
受
給
者
証
を
ご
用
意
で
き
ま
せ
ん
。

期
限
内
に
忘
れ
な
い
よ
う
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

所
得
判
定
の
結
果
に
よ
り
…

◦
引
き
続
き
受
給
資
格
の
あ
る
方

　

新
し
い
受
給
者
証
と
、
現
在
お
持
ち
の

受
給
者
証
（
旧
受
給
者
証
）
を
回
収
す
る

た
め
の
返
信
用
封
筒
を
、
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
８
月
以
降
は
新
し
い
受
給
者

証
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
旧
受
給
者
証
は

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

◦
所
得
額
が
制
限
額
を
超
え
た
方

　

受
給
資
格
喪
失
届

と
、
旧
受
給
者
証
を
回

収
す
る
た
め
の
返
信
用

封
筒
を
郵
送
し
ま
す
。

喪
失
届
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
旧
受
給

者
証
と
と
も
に
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
活
用
す

る
た
め
に
、
７
月
１
日
現
在
の
事
業
所
お

よ
び
企
業
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
が
調

査
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

請
求
者
数

７
人

請
求
件
数

26
件

　

全
部
開
示　
　
　

※
１

14
件

　

部
分
開
示　
　
　

※
２

６
件

　

非
開
示

３
件

　

不
存
在

３
件

不
服
申
し
立
て

1
件

申
出
者
数

１
人

申
出
件
数

２
件

　

不
存
在

２
件

平
成
20
年
度
の

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

平
成
20
年
度
の

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
２
件

教
育
委
員
会

２
件

選
挙
管
理
委
員
会

３
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

３
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

３
件

議
会

０
件

請
求
者
数

２
人

請
求
件
数

３
件

　

全
部
開
示　
　
　

※
１

２
件

　

一
部
開
示　
　
　

※
２

１
件

※
１　

請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の

全
部
を
開
示

※
２　

請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の

う
ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
開

示
で
き
な
い
一
部
を
除
い
て
開
示

６
月
は
母
子
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新
月
で
す

扶養親族数 所得制限額

０人 1,920,000 円

１人 2,300,000 円

２人 2,680,000 円

３人 3,060,000 円

４人 3,440,000 円

■母子家庭等医療費の所得制限額

【例】
受給者の扶養親族数が２人で、所得が
2,680,000円を超えてない場合、引き
続き受給資格があると判定されます。

平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

対
象
者
に
は

６
月
１
日
ま

で
に
受
診
券

が
郵
送
さ
れ

て
い
ま
す
の

で
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
・
保
険
証　

▼
費
用

＝
無
料
（
自
己
負
担
分
は
助
成
）　

▼
場

所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12

月
31
日
ま
で　

▼
そ
の
他
＝
正
確
な
検
査

結
果
を
得
る
た
め
に
、
空
腹
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
医
薬
品
に

は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
が
あ
り
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
開
発
元
と
異
な

る
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
る
医
薬

品
で
す
。
研
究
・
開
発
コ
ス
ト
を
大
幅
に

抑
え
ら
れ
る
た

め
、
新
薬
に
比

べ
て
２
～
７
割

ほ
ど
価
格
が
安

く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

効
き
目
や
安

全
性
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
り
審
査
が
行

わ
れ
て
お
り
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
、

同
じ
効
能
・
効
果
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
病
院
な
ど
窓
口
で
の
負
担
軽

減
に
役
立
ち
ま
す
の
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
医
師
・
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
廃
止

◦
山
下
浴
槽
店

■
指
定
の
一
時
停
止

◦
㈲
藤
城
土
建

◦
望
月
配
管

◦
青
山
設
備

◦
大
光
設
販
㈱

◦
木
下
設
備

◦
渡
会
興
業
㈱

◦
㈱
川
口
組

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

●
若
年
者
等
正
規
雇
用
化
特
別
奨
励
金　

　

年
長
フ
リ
ー
タ
ー
や
採
用
内
定
を
取
り

消
さ
れ
て
就
職
先
が
未
決
定
の
学
生
な
ど

を
正
規
雇
用
す
る
事
業
主
が
、
一
定
期
間

毎
に
引
き
続
き
正
規
雇
用
し
て
い
る
場
合

に
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
派
遣
労
働
者
雇
用
安
定
化
特
別
奨
励
金

　

派
遣
先
で
派
遣
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た

場
合
に
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
介
護
未
経
験
者
確
保
等
助
成
金

　

介
護
関
係
業
務
の
未
経
験
者
を
、
雇
用

保
険
一
般
被
保
険
者
（
短
時
間
労
働
者
を

除
く
）
と
し
て
雇
い
入
れ
た
場
合
で
、
１

年
以
上
継
続
し
て
雇
用
す
る
こ
と
が
確
実

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
助
成
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
あ
い
ち
雇
用
助
成
室

☎（
０
５
２
）２
１
９
局
５
５
１
９

　

http://w
w

w
2.aichi-rodo.go.jp/

　

平
成
22
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
を
予
定
す
る
事
業
主
を
対
象
と
し

た
求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
ラ
イ
フ
ポ
ー

ト
と
よ
は
し　

中
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
①

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
対
象
求
人
の
取
扱

い
に
つ
い
て 

②
公
正
な
採
用
と
選
考
に

つ
い
て 

③
そ
の
他

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所　

求
人
部
門

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
４

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？

６
月
は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

普
及
啓
発
強
化
月
間
で
す
！

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

廃
止
・
一
時
停
止

事
業
主
の
方
へ 

助
成
金
・
奨
励
金
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

～電波利用環境保護周知啓発強化期間～
６月１日から６月10日まで

S
ス ト ッ プ

TOP T
ザ
HE　不法電波

電波を使うには免許が必要です。
電波のルールを守りましょう。

▼総務省 東海総合通信局
不法無線局の相談は、　（０５２）９７１局９１０７
テレビ・ラジオの受信相談は、（０５２）９７１局９６４８
　　http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/
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■
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た

　

裁
判
員
裁
判
の

対
象
と
な
る
事
件

が
起
訴
さ
れ
、
裁

判
の
日
程
が
決
ま

っ
た
段
階
で
、
地

方
裁
判
所
は
、
昨

年
の
秋
に
作
成
し

た
裁
判
員
候
補
者

名
簿
の
中
か
ら
、

そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を
く
じ
で
選

び
ま
す
。
く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補

者
の
方
に
は
、裁
判
員
を
選
ぶ
手
続
き（
選

任
手
続
）
の
日
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
た
め
の
お
知
ら
せ
を
、
選
任
手
続
の

日
の
６
週
間
前
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
の
方
々
に
は
あ
わ
せ
て
、

質
問
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
も
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
裁
判
員
制
度
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
　

　

辞
退
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
事
由

な
ど
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら

　

http://w
w

w
.saibanin.courts.go.jp/

◦
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

各
地
の
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
は

こ
ち
ら

　

http://w
w

w
.courts.go.jp/

▼
名
古
屋
地
方
裁
判
所
岡
崎
支
部
刑
事
部

裁
判
員
係

☎（
０
５
６
４
）51
局
８
４
２
８

　

短
時
間
労
働
者
お
よ
び
派
遣
労
働
者
の

方
の
雇
用
保
険
の
適
用
基
準
が
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
雇
用
保
険
料
率
が
平
成

21
年
度
に
限
り
０
・
４
％
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。

■
旧
適
用
基
準

　

１
年
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
り
、
１

週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で

あ
る
こ
と

■
新
適
用
基
準

　

６
か
月
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
り
、

１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

で
あ
る
こ
と

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
適
用
課

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
２

　

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunnya/

koyou/koyouhoken.htm
l　

裁
判
員
候
補
者
に

質
問
状
が
届
き
ま
す
！

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

◉参加資格　市内にお住まい・お勤め・在学の18歳以上の方　※ただし、親子でも参加できる講座もあります。
◉参加料　　無料（別途、昼食代などの実費負担あり）
◉募集締切　各講座の１週間前まで（先着順）
◉申し込み　電話またはファックス・Ｅメールにて、「希望講座」「住所」「氏名」「年齢」「性別」「電話番号」をお知らせください。

▼広報秘書課　☎２２局０１３８　　２３局１６９１　　koho@city.tahara.aichi.jp

市政ぴーあーる講座 参加者募集！

₁ 知ってる !? 設楽ダム
　　～水について考えよう～

【日時】７月 25 日（土）
　　　　　 午前８時 30 分～午後５時ごろ

【場所】設楽ダム建設予定地ほか
【集合】田原市役所北玄関前
【定員】30 名
【内容】設楽ダム講義
          鮎の塩焼き体験など

【その他】体験材料費として
             ５００円程度徴収

₂ 再発見！たはらの「道の駅」
　　～親子でも参加できます～

【日時】８月 21 日（金）
　　　　　 午前 10 時～午後４時 30 分ごろ

【場所】市内道の駅ほか
【集合】田原市役所北玄関前
【定員】小学生以上の子どもを含め 30 名
【内容】道の駅概要講座、地元食材を使ったランチ
　　　 体験、伊勢湾海上交通センター見学など

【その他】昼食代実費を個人負担で現時払い

残りわずか
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公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
利
便
性
を

向
上
す
る
た
め
、
平
成
21
年
10
月
支
給
年

金
か
ら
市
民
税
、県
民
税
の
特
別
徴
収（
年

金
特
徴
）
が
始
ま
り
ま
す
。
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
て
も
年
間
税
額
の

納
付
方
法
が
従
来
と
一
部
変
更
に
な
る
だ

け
で
、
年
間
税
負
担
額
が
増
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
対
象
の
方

　

平
成
20
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
、
平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い

て
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

◦
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
た
税
額
が
公
的
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
年
金
特
徴
対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送

予
定
）。
こ
の
通
知
書
は
、
普
通
徴
収
で

納
付
し
て
い
た
だ
く
分
と
、
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
る
分
が
併
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
を
納
税
通
知

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

森
と
緑
は
、
環
境
保
全
や
災
害
防
止
等

の
公
益
的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
森

林
の
荒
廃
や
都
市
の
緑
の
減
少
に
伴
い
公

益
的
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
愛
知
県
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
「
あ

い
ち
森
と
緑
づ

く
り
税
」
を
導

入
し
、
そ
の
税

収
を
森
と
緑
の

た
め
の
新
た
な

施
策
の
財
源
に

あ
て
「
山
か
ら

街
ま
で
緑
豊
か
な
愛
知
」
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

■
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

　

個
人
県
民
税
の
納
税
義
務
者
に
、
平
成

21
年
度
課
税
分
よ
り
現
行
の
１
０
０
０
円

の
均
等
割
に
新
た
に
年
額
５
０
０
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

◦
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
に
関
す
る
こ
と

▼
東
三
河
県
税
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

◦
市
民
税
に
関
す
る
こ
と

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税

特
別
徴
収（
引
き
落
と
し
）が
始
ま
り
ま
す

■特別徴収の納付方法例

徴収の方法
普通徴収

（自分で納付）
特別徴収

（年金から徴収）

納付月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税　額

年税額の４分の１ 年税額の６分の１

３，０００円 ３，０００円 ２，０００円 ２，０００円 ２，０００円

①平成21年度に公的年金に係る所得から算定される税額が１２，０００円の場合
平成21年度の納め方

徴収の方法
特別徴収

（仮徴収）
特別徴収

（本徴収）

納付月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税　額

前年度２月と同額 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の３分の１

２，０００円 ２，０００円 ２，０００円 ３，０００円 ３，０００円 ３，０００円

②平成22年度に公的年金に係る所得から算定される税額が１５，０００円の場合
平成22年度の納め方

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
が

導
入
さ
れ
ま
す

種　別 平成 20 年度まで 平成 21 年度から

県民税　均等割額 １，０００円 １，５００円

市民税　均等割額 ３，０００円 ３，０００円

合　計 ４，０００円 ４，５００円

■個人市県民税均等割額
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◉
～
６
月
14
日
日

田
原
市
博
物
館
企
画
展

仲
谷
孝
夫
展
﹁
愛
と
生
﹂

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）／
６
月
１

日（
月
）・
８
日（
月
）は
休
館

観
覧
料
▼
一
般
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）、

小
・
中
学
生
無
料

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料

金
、
６
月
６
日（
土
）・
13
日（
土
）は
高

校
生
無
料

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
６
月
27
日
圡

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
～
東
三
河
～

　

三
河
地
域
の
求
人
情
報
の
提
供
、
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
な
ど
、
福
祉
の

仕
事
が
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
各
種
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
～
5
時
（
求
職
者
の
受

付
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
名
豊
ビ
ル
（
豊
橋
市
駅
前
大
通
）

本
館
・
新
館
８
階

対
象
▼
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
希
望
の

方
お
よ
び
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
申
し
込
み
不
要
、
随
時
入
退
場

可
能
で
す
。

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

豊
橋
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

☎（
０
５
３
２
）52
局
１
１
１
１

◉
７
月
１
日
氺

消
費
者
生
活
講
座　

～＂
髪
＂健
や
か
に

白
髪
も
薄
毛
も
手
当
て
し
だ
い
～

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
４
日
圡

海
開
き

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
白
谷
海
水
浴
場
、仁
崎
海
水
浴
場
、

伊
良
湖
海
水
浴
場

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
５
日
㊐

田
原
市
海
釣
り
大
会

場
所
▼
田
原
市
内
一
円
の
沿
岸

受
付
時
間
▼
午
前
７
時
～
11
時

受
付
場
所
▼
田
原
漁
業
協
同
組
合
事
務
所

前
、赤
羽
根
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
前
、

伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
玄
関
前

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

月
の
イ
ベ
ン
ト
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☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　田原市博物館・財団法人崋山会では、郷
土の偉人渡辺崋山をもっと知っていただ
くために、毎月11日に講座を開催していま
す。

▼対象＝一般　

▼時間＝午前８時45分～９時30分　

▼場所＝崋山会館

▼受講料＝無料　

▼申し込み＝不要、当日直接会場まで　

６月11日㊍
「渡辺崋山の絵画　その２」
講師：田原市博物館 鈴木利昌学芸員

７月11日土
「渡辺崋山の絵画　その３」
講師：田原市博物館 鈴木利昌学芸員

◉田原市博物館 ☎22局1720

講座「渡辺崋山を知るために」

昔の棚田を利用して栽培している
「花しょうぶ」をぜひご覧ください。

見ごろの期間 ▼６月初旬から中旬
規模 ▼栽培面積1100㎡、栽培本数7000本
　　  （初立池南側散策道路の斜面に３か所）

▼渥美支所地域課　☎３３局１１１８

昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している昔の棚田を利用して栽培している

見ごろです！

初立池
　しょうぶ園

月
の
イ
ベ
ン
ト

JULJUL
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◉
８
月
２
日
日　
※
予
備
日
＝
８
月
３
日
月

第
３
回
田
原
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

並
び
に
平
成
21
年
度
田
原
市
中
学
校

陸
上
競
技
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
開
会
、
午
前
９
時

競
技
開
始

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▼

【
小
・
中
学
校
の
部
】
各
学
校
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
高
校
・
一
般
の
部
】
※
抜
粋

　

男
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
４
０
０

Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
１
０
MH
、
５
０
０
０

Ｍ
、
４
×
１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投
／
女
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０

Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
０
０
MH
、
４
×

１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

表
彰
▼
各
種
目
１
位
～
３
位

申
し
込
み
▼
７
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
小
学
生
・
一
般
は
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
、
中
学
生
は
田
原
中
学

校
、
高
校
生
は
福
江
高
等
学
校
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
小
中
学
生
は
大

会
打
ち
合
わ
せ
時
に
田
原
中
学
校
で
も

可
）

▼
田
原
市
教
育
委
員
会
☎
23
局
３
６
７
９

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

６月11日木・７月９日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

AUGAUG
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★チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）

各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

宝くじ文化公演
ミュージカル

「フロッグとトード」
　米絵本作家アーノルド・ローベルの原作をもとに、２匹のカエ
ルの心温まる物語を石丸謙二郎と川平慈英が演じます。
　一見子ども向け、けれど大人にも噛み応えのある上質な舞台
です。

日 時　８月29日（土） 
　　　　　午後２時開演 （30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　一般２,000円　高校生以下１,0０0円
　　　　　当日500円増
　　　　　※３才以上有料（３才未満の着席観劇は有料）
　　　　　※宝くじの助成により特別料金となっています。
チケット　７月４日（土）午前９時から渥美文化会館で前売開始
　　　　　午前７時30分から整理券を配布
　　　　　※１人５枚まで
販売場所　渥美文化会館（土・日・祝）・渥美支所地域課（月～金）
　　　　　午前８時30分～午後５時
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田原文化会館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館　☎33局1000　　34局1010

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

８/29 土

全席指定

│ 21 │　　　　　　　　　　平成21年６月1日



「
歯
の
健
康
」
の
ス
タ
ー
ト
は

お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
か
ら

◉
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
に
要
注
意
！

　
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
は
、
お
な
か
の

中
の
大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が
中

心
に
な
り
ま
す
が
、
つ
わ
り
で
歯
み
が

き
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
食
事
が
不
規

則
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
お
口
の
中
が

不
衛
生
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
妊

娠
に
よ
り
唾だ

液え
き

の
成
分
が
変
わ
り
、
歯

肉
の
免
疫
力
が
低
下
し
て
、
歯
周
病
菌

が
育
ち
や
す
く
な
る
な
ど
、
歯
の
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
す
要
因
が
増
加
し
ま
す
。

◉
妊
婦
の
歯
を
守
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

食
後
の
ケ
ア
を

歯
み
が
き
粉
な
し
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や

洗
口
液
の
使
用
が
お
す
す
め
で
す
。

食
後
に
水
を
飲
む
習
慣
を

口
内
の
雑
菌
や
む
し
歯
菌
の
繁
殖
を
抑

え
、
唾
液
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

フ
ッ
素
と
キ
シ
リ
ト
ー
ル
の
活
用
を

食
後
に
キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
の
ガ
ム
を

か
む
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◉
妊
娠
中
に
歯
科
健
診
を

　
歯
の
痛
み
は
な
く
て
も
、
初
期
の
む

し
歯
や
歯
周
炎
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
妊
娠
安
定
期
に
入
っ
た
ら
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
田
原
市
で
は
、
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
と
同
時
に
、
妊
婦
歯

科
健
診
受
診
票
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

◉
出
産
後
の
子
ど
も
に
も
影
響
！

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
お

口
の
中
に
は
、
む
し
歯
菌
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
母
親
や
家
族
の
唾
液
を
介
し
て

感
染
す
る
の
で
、
家
族
が
む
し
歯
を
放

置
し
て
い
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
に
も

影
響
し
ま
す
。
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
の
歯
を
守
る
た
め
に
、
家
族
み
ん
な

で
歯
の
健
康
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原福祉センター
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） ７月　４日（土） 　8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形の沐浴など

離乳食教室
７月　３日（金） 　9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話７月１５日（水） 　9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
７月　６日（月） 　9：00 ～ 10：30　 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
７月１０日（金） 　9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

６月　７日（日）

ふれあいばし診療所 ☎29局2500
川瀬医院 ☎35局1511
ふくい眼科 ☎22局5878
かわい歯科 ☎24局0080

６月１４日（日）
富永医院 ☎23局1316
昭和医院 ☎32局3749
渡辺歯科医院 ☎32局0361

６月２１日（日）

永井医院 ☎22局0227
山本医院 ☎45局2203
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
青木歯科クリニック ☎33局1139

６月２８日（日）

宮木内科 ☎23局0232
津金医院 ☎33局0222
きまた眼科 ☎23局1092
葉山歯科医院 ☎32局0038

月　日 当直医 電話番号

７月　５日（日）
百瀬クリニック ☎22局7777
朽名医院 ☎33局0162
佐野歯科医院 ☎22局0685

７月１２日（日）

ふれあいばし診療所 ☎29局2500
渡会医院 ☎45局2516
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
藤岡歯科医院 ☎35局6104

７月１９日（日）
河合医院 ☎22局6133
丸山医院 ☎33局0313
伊藤歯科医院 ☎22局1104

７月２０日（祝）
岡田医院 ☎37局0001
仲谷歯科医院 ☎23局2327

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

❖妊婦歯科健診の結果

平成20年度は、227人
の受診者中67％の方
にむし歯や歯周疾患が
ありました。

要治療・
要精密検査
67％

異常なし
18％

要指導
15％
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７月 ６日（月）・10日（金）・1３日（月）・21日（火）・２7日（月）

６月 １日（月）・８日（月）・１２日（金）・１５日（月）・２２日（月）・２９日（月）
※特別整理期間のため、赤羽根図書館は２日（火）・３日（水）を
　休館、渥美図書館は３日（水）から５日（金）まで休館します

Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース
６月展示コ

ーナー

おはなし会

　
「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も　

な
ん
で
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
図
書
館
」

を
目
指
し
て
、
障
害
の
あ
る
方
に
も
図
書
館

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
文
字
が
読
み
に
く
い
方
の
た
め
に

は
、
拡
大
読
書
機
や
通
常
よ
り
も
大
き
く
太

い
文
字
を
使
っ
た
大
活
字
図
書
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
手
先
が
不
自
由
な
方
に
は
、
ペ
ー
ジ

め
く
り
機
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
在
住
の
目
の
不
自
由
な
方
や
身
体
の
不

自
由
な
方
、
寝
た
き
り
の
方
の
た
め
に
、
点

字
図
書
や
本
を
録
音
し
た
録
音
図
書
の
貸
出

し
を
郵
送
で
行
っ
て
い
ま
す
。
録
音
図
書
は
、

文
字
な
ど
を
音
声
化
す
る
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
サ
ニ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
の
皆
さ
ん
が
、
図
書

館
の
講
座
で
勉
強
し
作
製
し
て
い
ま
す
。
録
音

図
書
の
貸
出
し
の
お
申
し
込
み
は
、
電
話
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
本
だ
け
で
な
く
音
楽
や
落
語
の
Ｃ
Ｄ
な

ど
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎一般 「スタート！裁判員制度」
６月13日［土］～７月９日［木］
５月21日（木）から裁判員制度が始まりました。裁判員
や裁判に関する本を、取りそろえました。ぜひこの機会
に読んでみませんか？

◎こどもしつ 「のりもの のって のんびりいこう」
６月13日［土］～７月９日［木］
きみは何に乗りたい？いろいろな乗り物の本があり
ます。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／７月４日(土) 15:00～　　
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／６月10日（水) 10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／６月16日（火) 10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／６月21日（日） 10:30～
　　　 ７月４日（土） 10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

おはなし会ステップアップ講座
～参加者募集～

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　市内の学校や図書館などで、おはなし会の活
動をしている方を対象に、おはなし会活動スキ
ルアップのための講座を開催します。
　講師に子どもと読書のコーディネーター佐藤
凉子さんをお迎えし、読
み聞かせに向いている本
の選び方や、おはなし会
プログラムの組み方など
について学びます。

▼日時＝６月28日（日）　午後１時～４時（予定）

▼場所＝田原文化会館　２０１会議室

▼定員＝50名（先着順）　 ▼参加費＝無料

▼申し込み＝６月２日（火）午前10時から電話にて

●問い合わせ＝中央図書館☎23局４９４６

＊佐藤凉子さんプロフィール
１９４７年、北海道生まれ。地区図
書館長、児童センター館長を務め
るなど長年児童サービスに携わっ
てきた。現在、明治大学などの非常
勤講師や全日本語りネットワーク
運営委員長などを務める。主な著
書・訳書『お話会のプログラム』『五
分間で語れるお話』（編書房）など。
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足首を直角に曲げ、つま先を
天井に向けた状態で両足を
伸ばす。

左ひざを曲げて左足の裏を
右ひざにつける。左足は床に
つけておく。

背筋を伸ばしたまま、ゆっくり
と上体を曲げていく。姿勢を
保ったまま深い呼吸を2～３
回続ける。

上体を起こす。

※反対も同じように行い、それ
　ぞれ５～６回繰り返す。

生涯学習課
　２３局3531

太ももの後ろ側の筋肉の柔軟性を高めること
により腰痛を予防することができます。しっかり
と背筋を伸ばしたまま前屈するのがポイント！
前屈は、無理をしない程度にしておきましょう。

ストレッチで腰痛予防！

１

２

３

１1１1

４

１

２

３

４

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。

◉工
こ う

作
さ く

ランド

『おりがみ』
イチゴやクマなどの、やさしい

〝おりがみ〟をご紹介します。
開催期間
◦６月23日（火）～７月５日（日）

◉６月
が つ

のチャレンジ

『フラフープにチャレンジ』
何回まわせるかな？

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

ティーズチャンネル
は地デジ12chでも
ご覧いただけます

広報秘書課
２２　０１３８

■街角ネットたはら

毎日６回放送
※天候などにより、内容を変更する場合があります。
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日　１日５回放送

（次回の放送は８月を予定）

放送日 内　容

～６/10 けんか凧にかける男たち
防災リーダー研修会

6/11～6/24

新エネ百選に選定
「たはらエコ・ガーデンシティ構想」　
愛のココナッツメッセージ PART22

「やしの実投流」

6/25～7/8
博物館企画展
生誕１２０年書聖「鈴木翠軒展」
パパママスクール（クッキングコース）

１日（月）、８日（月）、15日（月）、
22日（月）、29日（月）

６ 月のお休み

◉絵
え

本
ほ ん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦６月18日（木）
幼児向け ▼午前10時30分～

◉映
え い

画
が

会
か い

▼西部児童館
日時◦６月13日（土） 午後1時30分～

▼田原児童センター
日時◦６月21日（日） 午後1時30分～

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時◦６月17日（水） 午前10時～

◉実
じ っ け ん き ょ う し つ

験教室
開催日◦６月19日（金） ▲カワイイおりがみが出来るよ！ ▲上手にまわせるかな？
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６

の

火6月30日
木6月25日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

●

●

●

●

●

●

●

国民健康保険税
（第２期分）

介護保険料
（第２期分）

納
期
限

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

市
政
○
○
○
○
○
講
座
と
し
て
、
７

月
25
日
（
土
）
に
「
知
っ
て
る
!?
設
楽

ダ
ム
」
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

２　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
○
○
○
○
ネ
ッ
ト

た
は
ら
で
は
、
市
の
話
題
な
ど
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３　

環
境
月
間
特
集
は
「
知
っ
て
欲
し
い

な 

○
○
○
○
○
○
の
こ
と
」
で
す
。

４　

救
急
車
と
一
緒
に
現
場
へ
向
か
う
消

防
車
を
○
○
○
○
○
と
い
い
ま
す
。

５　

５
月
３
日
（
祝
）
に
○
○
○
○
○
○

た
は
ら
で
農
業
祭
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ

ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
６
月
22
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
５
月
号
の
答
え
】
こ
ど
も
の
ひ 

（
応
募
総
数
54
通
中
、正
解
54
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
要
望
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

3

4

5

1

2

人身18件（86件）
負傷19人（107人）
死亡0人（3人）
物損121件（488件）

火災2件（11件）
救急129件（６６１件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗1件（10件）
乗物盗9件（35件）
非侵入盗18件（62件）

※（　）内の数字は平成21年の累計

田原警察署だより

４月

田原警察署　 23局０１１０

「振り込め詐欺」にご注意ください！
　平成20年中、愛知県内において「振り込め詐欺」事件
が963件発生し、被害総額は約15億3,000万円にもなりま
した。最近では、警察官などをかたり、口座番号や暗証番
号などを聞き出した後、被害者宅を訪問してキャッシュカ
ードをだまし取る「訪問型オレオレ詐欺」が増えています。
●被害に遭わないためのポイント
•お金の要求に対しては、すぐに振り込まない、ひとりで
　振り込まない、誰かに相談する
•要点をメモしたら電話を切り、家族や警察に相談する
•普段から家族の中で「振り込め詐欺」を話題にして、お
　互いの連絡方法を確認し、合い言葉などを考えておく
•家族の情報（勤務先、携帯電話番号など）を教えない
•「振り込め詐欺」に関心を持ち、新しい手口を知る
※警察官などが電話で暗証番号を確認することはありま
せん。電話での問い合わせに対しては、口座番号や暗証
番号などの個人情報を絶対に教えないでください。

さ　 ぎ

0

25

50

75

100

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

毎月１回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

少しずつ暖かくなってきましたね。海で楽しく遊ぶためにも、きれいな海にしましょう。

節水注意線

5/20現在
99.3％

2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20 5/1 5/10 5/20

●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口

2月 3月 5月 7月 9月 11月 1月
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策
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広
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秘
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●
電

話
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0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

６６，６３４人　総人口

３３，７８９人　男性

３２，８４５人　女性

２１，４８６世帯世帯数

５０人出生 ３７人死亡

１９０人転入 １８１人転出

＋２２人増減 ※増減は４月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成21年５月１日現在）

大切に育てているうさ
ぎを、よく見て丁寧に描
けました。優斗くんがう
さぎをかわいがる姿が、
目に浮かびます。

評
評

田原東部小学校５年

後藤有砂さん

〝だぁーい好き〟なお父さんを

描いたよ。
えが

す とう が い

みんなでイチゴ狩りに行ったよ！

評 甘くておいしい、大きなイチゴを見つけた時
の感動と楽しかった思い出を、伸び伸びと描
くことができました。

とき

たの おも で の の えが

評 お父さんのことが大好きな悠
衣名ちゃん。いつもニコニコ笑
顔で、とても優しいお父さんの
様子が伝わってきますね。

い　 な え

つた

かお

とう だい　す ゆ

やさ とう

よう  す

　　　　　　　あり　　 さ

ゆ　 　い　  　な 　　　　　　　だ い　す け

田原東部小学校４年

増池優斗くん
　　 ゆう　　と

赤羽根保育園

鈴木悠衣名ちゃん（５歳）

濱田
  恵
 先生

赤羽根保育園

山田大輔くん（６歳）

習字「笛」

「うさぎ」

おおあま

かん どう

み

文字のバランスがとても
良いですね。「はらい」や
「おれ」もきれいで、力強
く伸び伸びと書けました。

▼
あ
る
休
日
、蔵
王

山
展
望
台
で
風
車

を
ス
ケ
ッ
チ
す
る

親
子
を
見
つ
け
、写

真
を
撮
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。地
球
資
源
を
生
か

し
ク
リ
ー
ン
電
力
を
生
み
出
す
風
力

発
電
。エ
コ
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、そ

の
画
用
紙
に
は
、き
っ
と
明
る
い
未

来
が
描
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

６
月
は「
環
境
月
間
」で
す
。環
境

と
聞
い
て
私
が
最
初
に
思
い
浮
か
べ

る
の
は
、身
近
に
あ
り
馴
染
み
深
い

「
海
」。海
が
豊
か
で
あ
る
た
め
に
は
、

注
ぐ
川
の
上
流
に
あ
る
森
林
が
正
常

に
機
能
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。最

近
は
、間
伐
材
で
で
き
た
ク
ラ
フ
ト

や
家
具
が
気
に
な
っ
て
き
た
私
。ま

ず
は
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
環

境
」に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」の
敵
は「
無
関
心
」。

目
で
、耳
で
、肌
で
、自
然
を
感
じ
て
み

ま
し
ょ
う
。ま
ず
は
車
を
降
り
て
近
所

を
散
策
し
て
み
れ
ば
、何
か
発
見
が
あ

る
は
ず
で
す
。（
Ｍ
Ｓ
）

平成21年６月1日 　  　　　　　　　　│ 26 │


